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村民憲章
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう
１．私たちは 美しい自然を守りましょう
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう  
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【場所：２１世紀の森・紀伊半島森林植物公園】

空中の村 ４月オープン
―山の奥、空の近くで大人の休憩―
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村
外
に
対
す
る
発
信
力
を
高
め
、

村
内
で
求
め
ら
れ
る
人
材
や
村
に
惹

か
れ
る
人
と
、村
出
身
者
を
つ
な
ぎ
、

移
住
者
を
迎
え
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

年
々
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光

客
な
ど
へ
の
対
応
の
た
め
、訪
日
外
国

人
向
け
の
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、観
光
地
と
し
て
の
満
足
度
や
魅

力
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

移
住
定
住
を
促
進
し
、地
域
の
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
の「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」、集
落
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う「
集

落
支
援
員
」の
配
置
を
継
続
し
ま
す
。

村
の
空
き
家
対
策
と
し
て
、空
き
家

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、空
き
家
情

報
バ
ン
ク
利
用
者
へ
の「
空
き
家
改
修

事
業
補
助
」と「
空
き
家
等
解
体
事
業

補
助
」を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、移
住
定
住
交
流
の
促
進
や

村
内
独
身
者
の
晩
婚
化
、生
涯
未
婚

化
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
通
じ
る
イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
補
助
や
瀞
峡
活
性
化

に
向
け
た
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活

動
を
さ
ら
に
支
援
す
る
た
め
、地
域

支
援
員
を
新
た
に
配
置
し
、高
齢
者

だ
け
で
な
く
、生
活
上
の
困
難
を
抱

え
る
人
へ
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の

強
化
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に

お
け
る「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」を
策
定
し
、保
険
料
の
設
定
を
行

い
、保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た

め「
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
」を
継

続
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、今
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業（
児
童
の
一
時
預
か
り
援

助
事
業
）」の
更
な
る
充
実
を
図
り
、

働
く
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組

み
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、地
域
保
健
の
推
進
機
能
の

強
化
に
向
け
、横
断
的
な
包
括
支
援

体
制
の
整
備
に
も
努
め
ま
す
。

行
政
部
局
と
教
育
委
員
会
部
局
の

連
携
強
化
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
と
い
う
校
種
を
超
え
た

「
十
津
川
村
だ
か
ら
で
き
る
教
育
」を

村
全
体
で
支
援
し
ま
す
。

十
津
川
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、教

育
の
み
な
ら
ず
、村
の
振
興
の
象
徴
と

位
置
づ
け「
十
津
川
高
校
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
高
校
と
連
携
し
た
取

り
組
み
と
し
て
継
続
し
ま
す
。

村
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、令
和
２

年
度
に「
地
理
・
自
然
編
本
編
」及
び

「
置
村
１
３
０
年
記
念
冊
子
」を
刊
行

し
ま
す
。

安
心
安
全
な
環
境
の
も
と
、子
ど

も
を
育
成
す
る「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」と
と
も
に「
学
校
給
食
や
通
学
費

の
無
償
化
」「
修
学
旅
行
費
補
助
」「
保

育
料
無
償
化
」な
ど
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

井
谷
地
内
で
の
土
捨
場
整
備
を
、電

源
開
発
株
式
会
社
と
引
き
続
き
連
携

し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
る

た
め
、職
員
資
質
の
更
な
る
向
上
、職

員
の
意
識
改
革
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。
人
事
評
価
制
度
を
構
築
し
、

人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
る
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
に
よ
り
、よ
り
一
層
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

現
在
、職
員
で
対
応
し
て
い
る
夜
間

宿
直
業
務
を
、令
和
２
年
６
月
か
ら

委
託
業
務
に
変
更
し
ま
す
。
職
員
の

働
き
方
改
革
に
加
え
、よ
り
一
層
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

集
落
の
人
家
及
び
耕
作
地
か
ら
50

メ
ー
ト
ル
以
内
に
存
在
す
る
樹
木
を

伐
採
す
る「
集
落
環
境
等
保
全
整
備

事
業
」に
つ
い
て
は
、新
年
度
か
ら
新

た
に
道
路
や
水
道
・
電
気
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
周
辺
の
危
険
な
立
木
竹

も
補
助
対
象
に
加
え
、防
災
・
減
災
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
充
実
さ
せ
ま
す
。

村
の
飲
用
水
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
、共
同
飲
料
水
供
給
施
設
や

個
人
で
水
を
採
取
し
て
い
る
地
区
の

水
源
地
管
理
、着
水
、配
水
タ
ン
ク
な

ど
の
清
掃
を
行
う
集
落
支
援
員
に
よ

る
調
査
・
見
ま
わ
り
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

山
崎
村
営
住
宅（
６
戸
）の
整
備
に

つ
い
て
は
、建
て
替
え
を
契
機
と
し
た

山
崎
地
区
全
体
の
基
本
構
想
を
策
定

し
、第
１
期
工
事（
２
戸
）の
実
施
設

計
を
行
い
令
和
３
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

中
串
残
土
処
分
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、令
和
３
年
度
末
の
工
事
完
了

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、新
た
な

残
土
処
分
場
と
な
る
大
字
山
手
谷
小

村
民
・
職
員
の
命
を
守
る
事
を
最

優
先
に
考
え
、村
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
カ
バ
ー
で
き
る
大
字
折
立
地
区
で

五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
の
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、耐
震
補
強

を
行
い
、小
原
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

安
定
し
た
医
療
体
制
の
確
保
の
た

め
、役
場
周
辺
で
の
新
築
を
念
頭
に
、

災
害
対
策
の
指
揮
及
び
情
報
伝
達
に

お
け
る
本
部
施
設
と
合
築
す
る
方
向

で
検
討
を
進
め
ま
す
。

国
・
県
道
の
整
備
や
紀
伊
半
島
ア

ン
カ
ー
ル
ー
ト
の
整
備
に
向
け
て
は
、

国
・
県
に
対
し
て「
命
の
道
」と
し
て
早

期
進
捗
要
望
を
引
き
続
き
強
力
に
展

開
し
ま
す
。

奈
良
交
通
バ
ス
に
関
し
て
は
、利
用

実
態
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
考
え
る

と
運
行
事
業
費
の
負
担
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
五
條
市
や
奈

良
県
、奈
良
交
通
と
も
協
議
を
重
ね
、

今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い

林
業
６
次
産
業
化
の
推
進
は
、村

の
存
亡
を
か
け
た
挑
戦
で
あ
り
、森
林

組
合
、木
材
協
同
組
合
、村
内
林
業
事

業
体
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
更
に

強
化
し
、結
果
・
成
果
を
出
す
べ
く
一

層
の
努
力
を
傾
注
し
ま
す
。
特
に
、

大
字
林
地
区
へ
の
橋
梁
整
備
事
業
を

早
急
に
実
施
し
木
材
拠
点
施
設
の
機

能
を
発
揮
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
他
、小
規
模
事
業
者
な
ど
へ
の

支
援
と
し
て「
が
ん
ば
る
事
業
者
応

援
事
業
」を
継
続
し
、起
業
や
事
業
の

拡
大
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、有
害
鳥
獣
駆
除
や
狩
猟
で

捕
獲
し
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
食
肉

処
理
施
設
の
運
営
が
開
始
さ
れ
、安

心
安
全
な
ジ
ビ
エ
の
供
給
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
本
格
的
な

供
給
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
で
の
支
援
を

行
い
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

す
。

施政方針
　３月９日から１３日まで令和２年十津川村議
会第１回定例会が開かれ、更谷村長が令和２年
度の施政方針を表明しました。その内容（要約）
をお知らせします。

（更谷村長）

「
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
」

「
行
財
政
の
再
生
」

「
助
け
あ
い
支
え
あ
う

  

　
　
　地
域
福
祉
の
向
上
」

「
村
外
か
ら
人
を

　

 

迎
え
入
れ
る
し
く
み
の
構
築
」

「
村
の
資
源
を
活
か
し
た

 

　
　
　
　
　
　産
業
の
振
興
」

「
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
・

  

　
　
　
　
　
　基
盤
の
充
実
」
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民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
る

た
め
、職
員
資
質
の
更
な
る
向
上
、職

員
の
意
識
改
革
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。
人
事
評
価
制
度
を
構
築
し
、

人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
る
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
に
よ
り
、よ
り
一
層
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

現
在
、職
員
で
対
応
し
て
い
る
夜
間

宿
直
業
務
を
、令
和
２
年
６
月
か
ら

委
託
業
務
に
変
更
し
ま
す
。
職
員
の

働
き
方
改
革
に
加
え
、よ
り
一
層
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

集
落
の
人
家
及
び
耕
作
地
か
ら
50

メ
ー
ト
ル
以
内
に
存
在
す
る
樹
木
を

伐
採
す
る「
集
落
環
境
等
保
全
整
備

事
業
」に
つ
い
て
は
、新
年
度
か
ら
新

た
に
道
路
や
水
道
・
電
気
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
周
辺
の
危
険
な
立
木
竹

も
補
助
対
象
に
加
え
、防
災
・
減
災
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
充
実
さ
せ
ま
す
。

村
の
飲
用
水
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
、共
同
飲
料
水
供
給
施
設
や

個
人
で
水
を
採
取
し
て
い
る
地
区
の

水
源
地
管
理
、着
水
、配
水
タ
ン
ク
な

ど
の
清
掃
を
行
う
集
落
支
援
員
に
よ

る
調
査
・
見
ま
わ
り
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

山
崎
村
営
住
宅（
６
戸
）の
整
備
に

つ
い
て
は
、建
て
替
え
を
契
機
と
し
た

山
崎
地
区
全
体
の
基
本
構
想
を
策
定

し
、第
１
期
工
事（
２
戸
）の
実
施
設

計
を
行
い
令
和
３
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

中
串
残
土
処
分
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、令
和
３
年
度
末
の
工
事
完
了

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、新
た
な

残
土
処
分
場
と
な
る
大
字
山
手
谷
小

村
民
・
職
員
の
命
を
守
る
事
を
最

優
先
に
考
え
、村
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
カ
バ
ー
で
き
る
大
字
折
立
地
区
で

五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
の
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、耐
震
補
強

を
行
い
、小
原
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

安
定
し
た
医
療
体
制
の
確
保
の
た

め
、役
場
周
辺
で
の
新
築
を
念
頭
に
、

災
害
対
策
の
指
揮
及
び
情
報
伝
達
に

お
け
る
本
部
施
設
と
合
築
す
る
方
向

で
検
討
を
進
め
ま
す
。

国
・
県
道
の
整
備
や
紀
伊
半
島
ア

ン
カ
ー
ル
ー
ト
の
整
備
に
向
け
て
は
、

国
・
県
に
対
し
て「
命
の
道
」と
し
て
早

期
進
捗
要
望
を
引
き
続
き
強
力
に
展

開
し
ま
す
。

奈
良
交
通
バ
ス
に
関
し
て
は
、利
用

実
態
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
考
え
る

と
運
行
事
業
費
の
負
担
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
五
條
市
や
奈

良
県
、奈
良
交
通
と
も
協
議
を
重
ね
、

今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い

林
業
６
次
産
業
化
の
推
進
は
、村

の
存
亡
を
か
け
た
挑
戦
で
あ
り
、森
林

組
合
、木
材
協
同
組
合
、村
内
林
業
事

業
体
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
更
に

強
化
し
、結
果
・
成
果
を
出
す
べ
く
一

層
の
努
力
を
傾
注
し
ま
す
。
特
に
、

大
字
林
地
区
へ
の
橋
梁
整
備
事
業
を

早
急
に
実
施
し
木
材
拠
点
施
設
の
機

能
を
発
揮
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
他
、小
規
模
事
業
者
な
ど
へ
の

支
援
と
し
て「
が
ん
ば
る
事
業
者
応

援
事
業
」を
継
続
し
、起
業
や
事
業
の

拡
大
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、有
害
鳥
獣
駆
除
や
狩
猟
で

捕
獲
し
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
食
肉

処
理
施
設
の
運
営
が
開
始
さ
れ
、安

心
安
全
な
ジ
ビ
エ
の
供
給
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
本
格
的
な

供
給
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
で
の
支
援
を

行
い
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

す
。

施政方針
　３月９日から１３日まで令和２年十津川村議
会第１回定例会が開かれ、更谷村長が令和２年
度の施政方針を表明しました。その内容（要約）
をお知らせします。

（更谷村長）

「
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
」

「
行
財
政
の
再
生
」

「
助
け
あ
い
支
え
あ
う

  

　
　
　地
域
福
祉
の
向
上
」

「
村
外
か
ら
人
を

　

 

迎
え
入
れ
る
し
く
み
の
構
築
」

「
村
の
資
源
を
活
か
し
た

 
　
　
　
　
　
　産
業
の
振
興
」

「
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
・

  

　
　
　
　
　
　基
盤
の
充
実
」
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－各特別会計の予算額－

【令和２年度の主な事業】

事 業 名 当初予算額

置村１３０年記念式典事業

防災体制整備事業 庁舎の耐震改修など

地区集会所空調設備整備事業

十津川第一小学校改修工事

基幹作業道整備事業 上湯川・迫西川線

新たな集落づくり事業 西川プロジェクト

山崎村営住宅整備事業

五條消防署十津川分庁舎建築事業

会 計 名 当初予算額 前年度比

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険診療所特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

貯木場等維持管理事業特別会計

十津川温泉事業特別会計

湯泉地温泉事業特別会計

財産区大字山手谷特別会計

財産区大字迫西川特別会計

（前年度比

万円減）

特別会計 億 万 千円（前年度比 万 千円増）

59億
3,000万円

村税

7億

6,311万2千円

地方交付税

25億

6,600万円

国庫支出金

4億

8,680万9千円

村債

5億7,510万円

繰入金

7億

3,254万6千円

県支出金

2億6,022万4千円

使用料及び手数料

1億461万円

財産収入

3,030万4千円

地方譲与税

1億3,577万2千円

諸収入

1億6,037万7千円
その他

3,834万6千円

総務費

12億

4,100万1千円

土木費

8億

3,408万8千円

衛生費

8億

9,370万2千円

消防費

2億7,514万2千円

民生費

7億

6,729万7千円

公債費

6億

7,969万7千円

農林水産業費

5億

2,657万3千円

商工費

2億3,561万1千円

議会費

7,357万1千円

災害復旧費

3,505万5千円

教育費

3億5,826万3千円

予備費

1,000万円
地方消費税交付金

7,680万円

■歳出 ■歳入

59億
3,000万円

                             

                             

               

一般会計５９億３ ０００万円

　
十
津
川
村
で
採
れ
る
農
産
物
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
発
掘
す
る

「
第
１
回
十
津
川
村
ス
イ
ー
ツ
コ

ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
、エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
っ
た
村
内
６
団
体
９
作

品
の
実
食
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
奈
良
県
洋
菓
子
協
会
の

猶
原
秀
和
会
長
と
昨
年
行
わ
れ
た

「
第
29
回
奈
良
県
洋
菓
子
コ
ン
テ

ス
ト
」で
奈
良
県
知
事
賞
を
受
賞

さ
れ
た
同
協
会
の
田
中
貴
也
会

員
、更
谷
村
長
、小
山
手
副
村
長
が

行
い
ま
し
た
。

　
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
完
成
度
の
高

い
作
品
が
多
数
あ
る
中
で
、３
作

品
が
各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

村長賞洋菓子協会長賞特別賞

第１回スイーツコンテスト

優良特産品のご紹介

今秋に第２回スイーツコンテストも予定

十津川村自慢

―　新規推奨された特産品　－ ―　再推奨された特産品　－

福屋利久　上北俊久さん『三湯めぐり』
岡美帆さん『十津川三昧～番茶・ゆず・
高菜三色マドレーヌ詰め合わせ～』早川直子さん『ゆずぼうる』

事 業 者 商 品

谷瀬地域受入協議会 日本酒 谷瀬

岡田 亥早夫
しいたけ粉

しいたけ佃煮

事 業 者 商 品

十津川いものかぶ会 いものかぶ

岡田 亥早夫
原木生しいたけ

原木乾燥しいたけ

放牧卵

谷瀬地域受入協議会
　　　　　『日本酒 谷瀬』

岡田亥早夫『原木生しいたけ』岡田亥早夫『しいたけ粉』 岡田亥早夫
　『原木乾燥しいたけ』

十津川いものかぶ会『いものかぶ』岡田亥早夫『しいたけ佃煮』 澤渡 成文『放牧卵』

4億5,874万円
6,818万5千円

2億2,404万1千円
6億7,487万3千円
2億5,489万4千円
5億8,159万8千円
2,836万1千円
2,545万3千円
429万1千円
154万7千円

400万円
2億6,162万5千円

810万円
1,311万7千円
5,700万円

8,074万5千円
1,400万円
1,400万円

4.5％
9.8％
8.0％

▲2.6％
6.9％
7.8％

▲0.8％
16.1％
▲5.2％
▲49.5％

澤渡 成文

―優良特産品に選定されると―
○役場発行の観光パンフレット「十津川十色」に掲載されます。

お問い合わせ　財政課　☎０７４６－６２－０９０3

令和２年度当初予算をお知らせします。
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－各特別会計の予算額－
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▲2.6％
6.9％
7.8％

▲0.8％
16.1％
▲5.2％
▲49.5％

澤渡 成文

―優良特産品に選定されると―
○役場発行の観光パンフレット「十津川十色」に掲載されます。

お問い合わせ　財政課　☎０７４６－６２－０９０3

令和２年度当初予算をお知らせします。
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１
月
17
日
、次
世
代
を
担
う
高
校
生

に
、行
政
、議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、今
回
で
４
回

目
と
な
る
高
校
生
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。県

立
十
津
川
高
等
学
校
３
年
生
２４
人

が
６
班
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
議
員
と
な

り
、３
年
生
の
小
杉
泰
政
議
長
の
も
と
、

人
口
減
少
や
観
光
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

で
質
問
を
行
い
、村
長
や
各
課
長
が
答
弁

し
ま
し
た
。
再
質
問
も
あ
り
、活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
校
生
議
会
に
は
、同
校
の
２
年

生
23
人
も
傍
聴
席
で
見
学
し
、議
会
の
仕

組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

班
長

　
小
峠 

陽
太
さ
ん

班
員

　
上
田 

音
羽
さ
ん

　
田
中 

勝
也
さ
ん

　
近
水 

亮
介
さ
ん

▼
質
問
　
安
全
に
通
学
で
き
る
対
策
と

し
て
、自
転
車
通
行
帯
の
設
置
を
お
願
い

で
き
ま
せ
ん
か
。

▼
答
弁
　
道
路
幅
の
狭
い
と
こ
ろ
で
は
、

車
道
混
在
型
と
い
う
青
い
矢
羽
の
形
の

路
面
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
通
学
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、道
路
管
理

者
の
奈
良
県
、十
津
川
村
、警
察
な
ど
関

係
者
で
、自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

区
域
を
決
め
、そ
の
中
で
協
議
を
行
い
ま

す
の
で
、設
置
に
向
け
て
の
検
討
課
題
と

し
ま
す
。

班
長

　
新
宅 

央
希
さ
ん

班
員

　
松
谷 

瞭
さ
ん

　
出
口 

虎
太
郎
さ
ん

▼
質
問
　
十
津
川
村
は
、数
十
年
後
に
は

廃
村
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
口
減
少
が

進
む
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
の
政

策
が
望
ま
れ
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

▼
答
弁
　
村
の
人
口
は
、令
和
２
年
１
月

１
日
現
在
で
３
，２
２
４
人
で
す
。
し
か

し
、直
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る
特
殊
出
生
率

は
１
．
４
９
で
、県
内
市
町
村
別
ラ
ン
キ

ン
グ
で
第
２
位
と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
保
育
料
の
無
償

化
を
行
い
、さ
ら
に
保
育
所
及
び
小
・
中

学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、村
っ
こ
広
場

の
開
催
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
催
な

ど
、子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

効
果
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、大
字
谷
瀬
の
よ
う
に
、住
民
が

中
心
と
な
っ
て
移
住
者
を
受
け
入
れ
る

体
制
づ
く
り
が
人
口
増
加
の
一
番
の
近
道

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

班
長

　
塩
野 

仙
周
さ
ん

班
員

　
池
上 

悠
河
さ
ん

　
上
山 

雄
也
さ
ん

　
吉
村 

勇
人
さ
ん

▼
質
問
　
大
和
八
木
駅
か
ら
新
宮
市
を

走
行
す
る
路
線
バ
ス
は
、日
本
一
長
い
路

線
バ
ス
と
し
て
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、乗

車
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、直
通
バ

ス
を
運
行
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
答
弁
　
奈
良
県
、奈
良
交
通
と
連
携

し
、令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
末
ま

で
の
土
日
限
定
で
、通
常
の
バ
ス
路
線
と

は
別
に
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
奈
良

市
と
十
津
川
温
泉
を
結
ぶ
観
光
特
急
バ

ス
の
試
験
運
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　
停
車
場
所
は
、Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
、近
鉄
奈

良
駅
、五
條
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、星
の
く
に
、

谷
瀬
の
吊
り
橋
、十
津
川
村
役
場
前
、十

津
川
温
泉
、ホ
テ
ル
昴
の
８
カ
所
の
み

で
、西
名
阪
自
動
車
道
、京
奈
和
自
動
車

道
、国
道
１
６
８
号
線
の
高
規
格
道
路
を

通
り
ま
す
。

　
乗
車
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、遠

方
か
ら
で
も
気
軽
に
ゆ
っ
く
り
観
光
に

訪
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

班
長

　
千
葉 

幸
望
さ
ん

班
員

　
浦
上 

桃
加
さ
ん

　
西
岡 

優
樹
さ
ん

　
前
岡 

海
さ
ん

▼
質
問
　
村
の
子
供
た
ち
の
遊
び
場
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、小
雨
で
も
遊
べ
、熱
中

症
予
防
の
屋
根
が
あ
る
遊
具
の
あ
る
公

園
を
、旧
折
立
中
学
校
の
第
二
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
設
置
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　▼
答
弁
　
村
の
中
で
、遊
具
で
遊
べ
る
場

所
と
い
え
ば
、学
校
や
保
育
所
、21
世
紀

の
森
・
紀
伊
半
島
森
林
植
物
公
園
、昴
の

郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
す
。
こ
の
広
い

村
で
は
、地
域
に
よ
っ
て
は
遊
具
で
遊
べ

る
場
所
ま
で
の
移
動
が
大
変
な
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
雨
天
時
に
は
、旧
折
立
中

学
校
や
、他
の
地
域
の
体
育
館
を
解
放
す

る
こ
と
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
全
面
を
考
慮
し
た
上
で
、今
あ
る
施

設
を
有
効
に
活
用
し
、遊
び
場
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

班
長

　
北
仲 

大
樹
さ
ん

班
員

　
小
宮
山 

晴
輝
さ
ん

　
林 

美
里
さ
ん

　
松
木
平 

千
翔
さ
ん

▼
質
問
　
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
の
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
施
設
が
あ
れ
ば
、中
高
生
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

娯
楽
施
設
を
誘
致
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

▼
答
弁
　
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
と
い
っ
た
都
会
的
要

素
に
憧
れ
る
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、私
た
ち
の
村
に
は
、都
会
に
な

い
自
然
や
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
十
津
川
村
の
魅
力
で
あ
り
、人
を
引

き
つ
け
て
い
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
村
に
は
、ま
だ
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い

中
高
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
よ
う

な
場
所
や
行
事
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
探
し
出
し
、磨
き

上
げ
て
、村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

班
長

　
岡
田 

覚
さ
ん

班
員

　
葛
本 

実
咲
さ
ん

　
仮
屋 

成
珠
さ
ん

　
則
本 

麻
鈴
さ
ん

▼
質
問
　
村
と
し
て
空
き
家
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
な
い
空
き
家
の
調
査
や
、空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
支
援
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

▼
答
弁
　
村
内
に
は
３
６
０
軒
以
上
の
空

き
家
が
あ
り
、そ
の
内
、空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
現
在
79
軒
で
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
原
因
と
し
て
は
、所
有
者
が
年
に
数
回

帰
省
す
る
こ
と
や
、住
宅
や
設
備
の
老
朽

化
、家
財
道
具
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件

に
、住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
家
財
道
具
の

処
分
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、老
朽
化
が
進

み
改
修
が
難
し
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
等
解
体
事
業
補
助
金
の
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

1  

班

2  

班

↓議長を務めた３年生の小杉泰政さん

3  

班

4  

班

5  

班

6  
班

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
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１
月
17
日
、次
世
代
を
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う
高
校
生

に
、行
政
、議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、今
回
で
４
回

目
と
な
る
高
校
生
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。県

立
十
津
川
高
等
学
校
３
年
生
２４
人

が
６
班
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
議
員
と
な

り
、３
年
生
の
小
杉
泰
政
議
長
の
も
と
、

人
口
減
少
や
観
光
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

で
質
問
を
行
い
、村
長
や
各
課
長
が
答
弁

し
ま
し
た
。
再
質
問
も
あ
り
、活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
校
生
議
会
に
は
、同
校
の
２
年

生
23
人
も
傍
聴
席
で
見
学
し
、議
会
の
仕

組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

班
長

　
小
峠 

陽
太
さ
ん

班
員

　
上
田 

音
羽
さ
ん

　
田
中 

勝
也
さ
ん

　
近
水 

亮
介
さ
ん

▼
質
問
　
安
全
に
通
学
で
き
る
対
策
と

し
て
、自
転
車
通
行
帯
の
設
置
を
お
願
い

で
き
ま
せ
ん
か
。

▼
答
弁
　
道
路
幅
の
狭
い
と
こ
ろ
で
は
、

車
道
混
在
型
と
い
う
青
い
矢
羽
の
形
の

路
面
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
通
学
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、道
路
管
理

者
の
奈
良
県
、十
津
川
村
、警
察
な
ど
関

係
者
で
、自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

区
域
を
決
め
、そ
の
中
で
協
議
を
行
い
ま

す
の
で
、設
置
に
向
け
て
の
検
討
課
題
と

し
ま
す
。

班
長

　
新
宅 

央
希
さ
ん

班
員

　
松
谷 

瞭
さ
ん

　
出
口 

虎
太
郎
さ
ん

▼
質
問
　
十
津
川
村
は
、数
十
年
後
に
は

廃
村
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
口
減
少
が

進
む
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
の
政

策
が
望
ま
れ
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

▼
答
弁
　
村
の
人
口
は
、令
和
２
年
１
月

１
日
現
在
で
３
，２
２
４
人
で
す
。
し
か

し
、直
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る
特
殊
出
生
率

は
１
．
４
９
で
、県
内
市
町
村
別
ラ
ン
キ

ン
グ
で
第
２
位
と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
保
育
料
の
無
償

化
を
行
い
、さ
ら
に
保
育
所
及
び
小
・
中

学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、村
っ
こ
広
場

の
開
催
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
催
な

ど
、子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

効
果
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、大
字
谷
瀬
の
よ
う
に
、住
民
が

中
心
と
な
っ
て
移
住
者
を
受
け
入
れ
る

体
制
づ
く
り
が
人
口
増
加
の
一
番
の
近
道

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

班
長

　
塩
野 
仙
周
さ
ん

班
員

　
池
上 

悠
河
さ
ん

　
上
山 

雄
也
さ
ん

　
吉
村 

勇
人
さ
ん

▼
質
問
　
大
和
八
木
駅
か
ら
新
宮
市
を

走
行
す
る
路
線
バ
ス
は
、日
本
一
長
い
路

線
バ
ス
と
し
て
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、乗

車
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、直
通
バ

ス
を
運
行
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
答
弁
　
奈
良
県
、奈
良
交
通
と
連
携

し
、令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
末
ま

で
の
土
日
限
定
で
、通
常
の
バ
ス
路
線
と

は
別
に
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
奈
良

市
と
十
津
川
温
泉
を
結
ぶ
観
光
特
急
バ

ス
の
試
験
運
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　
停
車
場
所
は
、Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
、近
鉄
奈

良
駅
、五
條
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、星
の
く
に
、

谷
瀬
の
吊
り
橋
、十
津
川
村
役
場
前
、十

津
川
温
泉
、ホ
テ
ル
昴
の
８
カ
所
の
み

で
、西
名
阪
自
動
車
道
、京
奈
和
自
動
車

道
、国
道
１
６
８
号
線
の
高
規
格
道
路
を

通
り
ま
す
。

　
乗
車
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、遠

方
か
ら
で
も
気
軽
に
ゆ
っ
く
り
観
光
に

訪
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

班
長

　
千
葉 

幸
望
さ
ん

班
員

　
浦
上 

桃
加
さ
ん

　
西
岡 

優
樹
さ
ん

　
前
岡 

海
さ
ん

▼
質
問
　
村
の
子
供
た
ち
の
遊
び
場
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、小
雨
で
も
遊
べ
、熱
中

症
予
防
の
屋
根
が
あ
る
遊
具
の
あ
る
公

園
を
、旧
折
立
中
学
校
の
第
二
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
設
置
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　▼
答
弁
　
村
の
中
で
、遊
具
で
遊
べ
る
場

所
と
い
え
ば
、学
校
や
保
育
所
、21
世
紀

の
森
・
紀
伊
半
島
森
林
植
物
公
園
、昴
の

郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
す
。
こ
の
広
い

村
で
は
、地
域
に
よ
っ
て
は
遊
具
で
遊
べ

る
場
所
ま
で
の
移
動
が
大
変
な
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
雨
天
時
に
は
、旧
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立
中

学
校
や
、他
の
地
域
の
体
育
館
を
解
放
す

る
こ
と
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
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考
慮
し
た
上
で
、今
あ
る
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設
を
有
効
に
活
用
し
、遊
び
場
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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カ
ラ
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店
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ど
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ト
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設
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、中
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生
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

娯
楽
施
設
を
誘
致
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

▼
答
弁
　
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
と
い
っ
た
都
会
的
要

素
に
憧
れ
る
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、私
た
ち
の
村
に
は
、都
会
に
な
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自
然
や
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
十
津
川
村
の
魅
力
で
あ
り
、人
を
引

き
つ
け
て
い
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
村
に
は
、ま
だ
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い

中
高
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
よ
う

な
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所
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ま
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上
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の
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性
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に
つ
な
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て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

班
長

　
岡
田 

覚
さ
ん

班
員

　
葛
本 

実
咲
さ
ん

　
仮
屋 

成
珠
さ
ん

　
則
本 

麻
鈴
さ
ん

▼
質
問
　
村
と
し
て
空
き
家
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
な
い
空
き
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な
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は
ど
の
よ
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に
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考
え
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し
ょ
う
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。
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以
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空
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内
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バ
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登
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さ
れ
て
い
る
の
は
現
在
79
軒
で
す
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↓議長を務めた３年生の小杉泰政さん
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班
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班

高
校
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議
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生
議
会

高
校
生
議
会



2
月
25
日
に
十
津
川
第
一
小
学
校
・
第
二
小
学

校
で
、5
・
6
年
を
対
象
に
防
災
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
師
に
、元
釜
石
市
防
災
課
長
の
佐
々
木
守
さ
ん

を
迎
え
、災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
児
童
達
に
分
か
り

や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
３
・
11
東
日
本
大
震
災
当
時
、釜

石
市
防
災
課
長
と
し
て
市
の
災
害
対
策
本
部
を
統

括
す
る
立
場
に
お
ら
れ
、現
在
は
全
国
で
災
害
の
教

訓
を
伝
え
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る「
釜

石
の
奇
跡
」と
呼
ば
れ
る
釜
石
の
子
ど
も
達
の
震
災

当
時
の
行
動
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

釜
石
市
の
あ
る
岩
手
県
で
は
、こ
の
災
害
で
約

１
，０
０
０
人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、釜
石
市
内
の
小
学
生
、中
学
生
達
は
自

ら
の
判
断
力
と
行
動
力
で
、自
分
達
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

釜
石
市
で
は
、７
・
８
年
前
か
ら
防
災
に
力
を
入

れ
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、地
域

の
人
た
ち
は
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、市
で
は
大
人
が

駄
目
な
ら
子
ど
も
か
ら
意
識
を
変
え
よ
う
と
防
災

教
育
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

釜
石
市
に
は
、子
ど
も
達
が
考
え
た
避
難
の
３
か

条（
避
難
の
三
原
則
）が
あ
り
、そ
の
中
に「
想
定
を
信

じ
る
な
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
さ
え
信
じ
な
い
。
災
害
で
は
想
定
以
上

の
こ
と
が
起
き
る
。
３
・
11
の
時
も
地
震
が
あ
っ
て

す
ぐ
に
迷
う
こ
と
な
く
高
台
へ
の
避
難
を
行
っ
た
」

と
佐
々
木
さ
ん
は
話
さ
れ
、津
波
の
様
子
を
う
か
が

っ
て
い
た
人
た
ち
の
中
に
は
、津
波
の
犠
牲
に
な
っ

た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

講
演
の
最
後
に
佐
々
木
さ
ん
は「
安
全
な
場
所
は

ど
こ
に
も
な
い
。
災
害
が
あ
っ
た
時
は
ど
う
す
る

か
常
に
話
し
合
い
、情
報
に
頼
ら
な
い
、自
分
で
逞

し
く
生
き
る
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」と
子
ど
も
達

に
伝
え
ま
し
た
。

十
津
川
第
一
小
学
校
で
は
、児
童
を
代
表
し
て
6

年
生
の
西
岡
春
菜
さ
ん
が「
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
防
災
訓
練
に
真

剣
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
し
た
」と
感
謝
の
言
葉

を
伝
え
ま
し
た
。

教育だより
第139号

【お問い合わせ】
村教育委員会事務局
TEL 0746(62)0067

■防災講演会が開催されました
釜石の奇跡に学ぶ

　ひよこちゃんがねずみさんに「だいす
きよ」。ねずみさんはあひるさんに「だ
いすき」。あひるさんはうさぎさんに…。
すきなきもち、うれしいきもちが、動物た
ちのからだいっぱいに表現された、読み
聞かせにぴったりの絵本。

　ノースカロライナ州の湿地で男の死体が
発見された。人々は真っ先に「湿地の少女」
と呼ばれているカイアを疑う。6歳の時か
らたった一人で生き延びてきたカイアは、
果たして犯人なのか？不気味な殺人事件の
顛末と少女の成長が絡み合う長篇。

のら文庫
だより

のら文庫
役場玄関入ってすぐの文庫です。
図書の貸出しや資料の閲覧を行っ
ています。
　開館／平日　8:30～17:15
　休館／役場の閉庁日
　◆貸出上限　ひとり５冊
　◆貸出期間　３週間まで

◆
新
着
お
す
す
め
図
書
◆

■
児
童

■
一
般

『
ね
え
ね
え 

あ
の
ね
』

し
も
か
わ
ら

　ゆ
み
／
作

『
ザ
リ
ガ
ニ
の
鳴
く
と
こ
ろ
』

デ
ィ
ー
リ
ア
・
オ
ー
エ
ン
ズ
／
著

友
廣

　純
／
訳
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高校だより

部活動

学校行事
第72回卒業証書授与式

美術部・工芸部

３月１日に、本校体育館で「第72回卒業証書授与
式」を行いました。コロナウイルスの関係上、在校生
がいない形での開催となりましたが、厳粛な雰囲気
の中挙行し、24人が新たな世界へと旅立ちました。
　卒業証書を受け取る卒業生の表情は、卒業の寂し
さをかみしめている生徒がいたり、これからの人生

２月７日から９日にかけて、大和高田市のさざ
んかホールで「第27回奈良県高校生アートグラン
プリ」が行われました。
本校からは美術部で５作品、工芸部で２作品を
出品し、立体部門で工芸部１年生前田壱太さんの
作品「江戸を感じさせる三重塔」が準グランプリを
受賞しました。前田さんの作品は11月に開催され
る「第40回近畿高等学校総合文化祭奈良大会」に
出品される予定です。
今後も独創的な作品をどんどん制作してくれる
ことを期待しています。

への希望に溢れている生徒がいたりとさまざまで
した。本校を巣立ちゆく卒業生の未来が実りあるも
のとなることを願っています。また気兼ねなく十津
川高校を訪れてくれることを楽しみにしています。
　３年間、彼らの成長を見守ってくださった地域の
皆さま、本当にありがとうございました。

1組　（普通コース）

工芸部　前田壱太さん　作品「江戸を感じさせる三重塔」

3.11避難のようす（釜石市）

十津川第一小学校の様子

新型コロナウイルスの感染予防について、次のことに注意しましょう! （文部科学省より）
・咳エチケットや、手洗いなどの基本的な感染症対策を徹底しましょう。
せき

か　ぜ

かんき わる ひと みつ あつ す くうかん しゅうだん あつ

しょうじょう ばあい がいしゅつ ひか え がいしゅつ ばあい ちゃくよう

て  あら きほんてきな かんせんしょうたいさく てってい

・風邪症状がある場合には外出を控え、やむを得ず外出する場合には、マスクを着用しましょう。
・換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることをさけましょう。

2組　（工芸コース）

準グランプリ
受賞
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出品される予定です。
今後も独創的な作品をどんどん制作してくれる
ことを期待しています。

への希望に溢れている生徒がいたりとさまざまで
した。本校を巣立ちゆく卒業生の未来が実りあるも
のとなることを願っています。また気兼ねなく十津
川高校を訪れてくれることを楽しみにしています。
　３年間、彼らの成長を見守ってくださった地域の
皆さま、本当にありがとうございました。

1組　（普通コース）

工芸部　前田壱太さん　作品「江戸を感じさせる三重塔」

3.11避難のようす（釜石市）

十津川第一小学校の様子

新型コロナウイルスの感染予防について、次のことに注意しましょう! （文部科学省より）
・咳エチケットや、手洗いなどの基本的な感染症対策を徹底しましょう。
せき

か　ぜ

かんき わる ひと みつ あつ す くうかん しゅうだん あつ

しょうじょう ばあい がいしゅつ ひか え がいしゅつ ばあい ちゃくよう

て  あら きほんてきな かんせんしょうたいさく てってい

・風邪症状がある場合には外出を控え、やむを得ず外出する場合には、マスクを着用しましょう。
・換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることをさけましょう。

2組　（工芸コース）

準グランプリ
受賞
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お
知
ら
せ

募
集

【
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を
】

　
毎
月
検
針
員
に
よ
り
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
左

記
の
内
容
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や

植
木
鉢
な
ど
の
物
を
置
か
な
い
。

②
泥
や
草
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
ら
な
い

よ
う
に
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
清
掃
を
行
う
。

③
犬
を
放
し
飼
い
に
せ
ず
、メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所

に
つ
な
ぐ
。

■申  

建
設
課 

水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
８

【
無
料
法
律
相
談
室
】

　
奈
良
弁
護
士
会
の
担
当
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
電

話
で
ご
予
約
の
上
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■時  

5
月
28
日（
木
）13
時
〜
16
時

■申  

事
前
予
約
制
。
予
約
は
2
週
間

前
よ
り
平
日
の
み
受
付

■所  

十
津
川
村
役
場
　
第
2
会
議
室

■問  

奈
良
弁
護
士
会
・
中
南
和
法
律

相
談
係

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
２
０
３
５

【
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
点
検
】

　
五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
の
お

知
ら
せ
で
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
住
宅
火
災
に
お
け
る
被
害
状
況
に

よ
る
と
、警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、設
置
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
比
べ
、死
者
の
発
生
が
４
割
下

が
り
、火
災
に
よ
る
損
害
額
は
５
割

下
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
点
検
の
仕
方

　
点
検
は
警
報
器
に
あ
る「
ボ
タ
ン

を
押
す
」あ
る
い
は「
点
検
ひ
も
を

ひ
っ
ぱ
り
」警
報
音
が
き
ち
ん
と
鳴

る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
警
報
器
は
家
族
や
地
域
に
い
ち
早

く
火
災
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
火
災
の
と
き
に
き
ち
ん
と

作
動
す
る
よ
う
点
検
を
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

■問  

五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
　

☎
０
７
４
６
・
６
４
・
１
１
９
０

【
大
淀
養
護
学
校
説
明
会
・
体
験
学
習
】

　
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
の
保
護
者
や

児
童
な
ど
に
養
護
学
校
の
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

に
説
明
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
保
護
者
説
明
会〈
小
学
部
〉

対
象
＝
令
和
３
年
４
月
に
小
学
生
と
な

る
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
の
保
護
者

■時  

５
月
２１
日（
木
）と
２２
日（
金
）

　 

９
時
３０
分
〜
１２
時

○
体
験
学
習〈
小
学
部
〉

対
象
＝
令
和
３
年
４
月
に
小
学
生
と

な
る
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
と
そ
の

保
護
者

■時  

６
月
１１
日（
木
）と
１７
日（
水
）

　 

９
時
５０
分
〜
１１
時
３０
分

○
第
１
回
体
験
学
習〈
中
学
部
〉

対
象
＝
知
的
障
害
の
あ
る
小
学
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
、小
学
校
の
教
員

ほ
か

■時  
６
月
３
日（
水
）

　 
９
時
３０
分
〜
１２
時

○
教
育
相
談
　
事
前
申
込
が
必
要

■所 

・
■問   

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
４
１
４-

１

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

【
第
１１
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
】

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

の
う
ち
で
、令
和
２
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、額
面
２５
万
円
、５
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と

な
る
の
は
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
１
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
生
計
関

係
を
有
し
て
お
り
、か
つ
、戦
没
者
等

と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
．
前
述
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族

で
、戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

●
請
求
期
限

　
令
和
５
年
３
月
３１
日

■問  

住
民
課

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
０

　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

情報広場です

　
▼
森
依
里
子
・
福
祉
事
務
所
介
護

　
支
援
専
門
員（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　【
福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員
】

○
保
育
士

　
▼
藤
本
昇
吾
・
小
原
保
育
所
保
育

　
士（
主
査
）【
み
ど
り
保
育
所
保
育

　
士（
主
査
）】

　
▼
垣
野
江
美
・
み
ど
り
保
育
所
保

　
育
士（
主
査
）【
小
原
保
育
所
保
育

　
士（
主
査
）】

　
▼
大
谷
実
可
・
小
原
保
育
所
保
育

　
士【
み
ど
り
保
育
所
保
育
士
】

○
調
理
員

　
▼
津
賀
悟
志
・
小
原
保
育
所【
十
津

　
川
第
二
小
学
校
】

　
▼
後
木
茂
宏
・
十
津
川
第
二
小
学

　
校【
小
原
保
育
所
】

〇
新
規
採
用

　
▼
野
嶋
祐
希
・
財
政
課
主
事

　
▼
惣
坊
さ
ゆ
り
・
小
原
保
育
所
保

　
育
士

　

　
▼
玉
置
雄
一
郎
・
産
業
課
係
長【
総

　
務
課
係
長
】

　
▼
千
葉
陽
一・
建
設
課
係
長【
産
業

　
課
係
長
】

　
▼
池
田
聡
・
建
設
課
係
長【
建
設
課

　
主
査
】

　
▼
浦
岡
敦
・
建
設
課
係
長【
奈
良
県

　
奈
良
土
木
事
務
所
】

〇
主
査
級

　
▼
川
上
直
美
・
総
務
課
主
査【
財
政

　
課
主
査
】

　
▼
髙
山
斉
明
・
財
政
課
主
査【
総
務

　
課
主
査（
奈
良
県
派
遣
）】

　
▼
南
隆
哲
・
教
育
委
員
会
教
育
課

　
学
芸
員（
主
査
）【
教
育
委
員
会
教

　
育
課
学
芸
員
】

　
▼
浦
健
太
・
産
業
課
主
査（
林
野
庁

　
派
遣
）【
財
政
課
主
査
】

〇
主
事
級

　
▼
中
垣
彩
・
住
民
課
主
事【
総
務
課

　
主
事
】

　
▼
玉
置
那
津
子
・
住
民
課
保
健
師

　【
住
民
課
保
健
師（
育
児
休
暇
）】

　
▼
山
本
雅
也
・
総
務
課
主
事（
奈
良

　
県
派
遣
）【
福
祉
事
務
所
主
事
】

　
産
管
理
運
営
室
長【
林
野
庁
】

▼
栃
谷
憲
一
郎
・
教
育
委
員
会
教

　
育
課
長【
産
業
課
指
導
主
事（
観
光

　
グ
ル
ー
プ
）】

▼
大
井
秀
明
・
林
野
庁【
産
業
課
指

　
導
技
師（
林
業
グ
ル
ー
プ
）】

〇
課
長
補
佐
級

　
▼
田
中
秀
憲
・
産
業
課
課
長
補
佐

　（
観
光
グ
ル
ー
プ
）【
建
設
課
課
長

　
補
佐（
河
川
・
ダ
ム
対
策
グ
ル
ー
プ
）】

　
▼
中
根
健
一
郎
・
建
設
課
課
長
補

　
佐（
河
川
・
ダ
ム
対
策
グ
ル
ー
プ
）

　【
建
設
課
課
長
補
佐
】

　
▼
後
木
道
子
・
福
祉
事
務
所
次
長

　【
議
会
事
務
局
次
長
】

　
▼
東
峯
洋
子
・
議
会
事
務
局
次
長

　（
兼
）監
査
委
員
事
務
局【
出
納
室

　
室
長
補
佐
】

〇
係
長
級

　
▼
沼
平
善
史
・
総
務
課
係
長【
産
業

　
課
係
長
】

　
▼
山
香
慶
造
・
総
務
課
係
長【
総
務

　
課
主
査
】

　
▼
北
勇
作
・
産
業
課
係
長【
議
会
事

　
務
局
係
長（
兼
）監
査
委
員
事
務
局
】

（
３
月
31
日
付
）

〇
退
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
寺
尾
弥
生【
会
計
管
理
者（
兼
）

　
出
納
室
室
長
】

　
▼
今
別
府
宏
之【
総
務
課
指
導
技
師
】

　
▼
森
井
美
鈴【
福
祉
事
務
所
次
長
】

　
▼
山
﨑
徹
久【
建
設
課
係
長
】

　
▼
義
紘
明【
教
育
委
員
会
教
育
課

　
学
芸
員
】

　
▼
中
千
尋【
衛
生
セ
ン
タ
ー（
再
任
用
）】

　※

再
任
用
の
任
期
満
了

（
４
月
１
日
付
）

〇
課
長
級

▼
中
井
久
視
・
会
計
管
理
者（
兼
）

　
出
納
室
室
長【
財
政
課
長
】

▼
浦
修
・
財
政
課
長【
教
育
委
員
会

　
教
育
課
長
】

▼
馬
場
健
一・
産
業
課
長【
産
業
課

　
長（
兼
）三
者
共
有
資
産
管
理
運
営

　
室
長
】

▼
池
上
豊
・
産
業
課
指
導
技
師（
林

　
業
グ
ル
ー
プ
）（
兼
）三
者
共
有
資

【
　
】は
旧
職

役
場
人
事
異
動
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お
知
ら
せ

募
集

【
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を
】

　
毎
月
検
針
員
に
よ
り
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
左

記
の
内
容
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や

植
木
鉢
な
ど
の
物
を
置
か
な
い
。

②
泥
や
草
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
ら
な
い

よ
う
に
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
清
掃
を
行
う
。

③
犬
を
放
し
飼
い
に
せ
ず
、メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所

に
つ
な
ぐ
。

■申  

建
設
課 

水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
８

【
無
料
法
律
相
談
室
】

　
奈
良
弁
護
士
会
の
担
当
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
電

話
で
ご
予
約
の
上
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■時  

5
月
28
日（
木
）13
時
〜
16
時

■申  

事
前
予
約
制
。
予
約
は
2
週
間

前
よ
り
平
日
の
み
受
付

■所  

十
津
川
村
役
場
　
第
2
会
議
室

■問  

奈
良
弁
護
士
会
・
中
南
和
法
律

相
談
係

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
２
０
３
５

【
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
点
検
】

　
五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
の
お

知
ら
せ
で
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
住
宅
火
災
に
お
け
る
被
害
状
況
に

よ
る
と
、警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、設
置
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
比
べ
、死
者
の
発
生
が
４
割
下

が
り
、火
災
に
よ
る
損
害
額
は
５
割

下
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
点
検
の
仕
方

　
点
検
は
警
報
器
に
あ
る「
ボ
タ
ン

を
押
す
」あ
る
い
は「
点
検
ひ
も
を

ひ
っ
ぱ
り
」警
報
音
が
き
ち
ん
と
鳴

る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
警
報
器
は
家
族
や
地
域
に
い
ち
早

く
火
災
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
火
災
の
と
き
に
き
ち
ん
と

作
動
す
る
よ
う
点
検
を
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

■問  

五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
　

☎
０
７
４
６
・
６
４
・
１
１
９
０

【
大
淀
養
護
学
校
説
明
会
・
体
験
学
習
】

　
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
の
保
護
者
や

児
童
な
ど
に
養
護
学
校
の
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

に
説
明
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
保
護
者
説
明
会〈
小
学
部
〉

対
象
＝
令
和
３
年
４
月
に
小
学
生
と
な

る
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
の
保
護
者

■時  

５
月
２１
日（
木
）と
２２
日（
金
）

　 

９
時
３０
分
〜
１２
時

○
体
験
学
習〈
小
学
部
〉

対
象
＝
令
和
３
年
４
月
に
小
学
生
と

な
る
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
と
そ
の

保
護
者

■時  

６
月
１１
日（
木
）と
１７
日（
水
）

　 

９
時
５０
分
〜
１１
時
３０
分

○
第
１
回
体
験
学
習〈
中
学
部
〉

対
象
＝
知
的
障
害
の
あ
る
小
学
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
、小
学
校
の
教
員

ほ
か

■時  

６
月
３
日（
水
）

　 

９
時
３０
分
〜
１２
時

○
教
育
相
談
　
事
前
申
込
が
必
要

■所 

・
■問   

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
４
１
４-

１

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

【
第
１１
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
】

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

の
う
ち
で
、令
和
２
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、額
面
２５
万
円
、５
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と

な
る
の
は
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
１
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
生
計
関

係
を
有
し
て
お
り
、か
つ
、戦
没
者
等

と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
．
前
述
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族

で
、戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

●
請
求
期
限

　
令
和
５
年
３
月
３１
日

■問  

住
民
課

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
０

　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

情報広場です

　
▼
森
依
里
子
・
福
祉
事
務
所
介
護

　
支
援
専
門
員（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　【
福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員
】

○
保
育
士

　
▼
藤
本
昇
吾
・
小
原
保
育
所
保
育

　
士（
主
査
）【
み
ど
り
保
育
所
保
育

　
士（
主
査
）】

　
▼
垣
野
江
美
・
み
ど
り
保
育
所
保

　
育
士（
主
査
）【
小
原
保
育
所
保
育

　
士（
主
査
）】

　
▼
大
谷
実
可
・
小
原
保
育
所
保
育

　
士【
み
ど
り
保
育
所
保
育
士
】

○
調
理
員

　
▼
津
賀
悟
志
・
小
原
保
育
所【
十
津

　
川
第
二
小
学
校
】

　
▼
後
木
茂
宏
・
十
津
川
第
二
小
学

　
校【
小
原
保
育
所
】

〇
新
規
採
用

　
▼
野
嶋
祐
希
・
財
政
課
主
事

　
▼
惣
坊
さ
ゆ
り
・
小
原
保
育
所
保

　
育
士

　

　
▼
玉
置
雄
一
郎
・
産
業
課
係
長【
総

　
務
課
係
長
】

　
▼
千
葉
陽
一・
建
設
課
係
長【
産
業

　
課
係
長
】

　
▼
池
田
聡
・
建
設
課
係
長【
建
設
課

　
主
査
】

　
▼
浦
岡
敦
・
建
設
課
係
長【
奈
良
県

　
奈
良
土
木
事
務
所
】

〇
主
査
級

　
▼
川
上
直
美
・
総
務
課
主
査【
財
政

　
課
主
査
】

　
▼
髙
山
斉
明
・
財
政
課
主
査【
総
務

　
課
主
査（
奈
良
県
派
遣
）】

　
▼
南
隆
哲
・
教
育
委
員
会
教
育
課

　
学
芸
員（
主
査
）【
教
育
委
員
会
教

　
育
課
学
芸
員
】

　
▼
浦
健
太
・
産
業
課
主
査（
林
野
庁

　
派
遣
）【
財
政
課
主
査
】

〇
主
事
級

　
▼
中
垣
彩
・
住
民
課
主
事【
総
務
課

　
主
事
】

　
▼
玉
置
那
津
子
・
住
民
課
保
健
師

　【
住
民
課
保
健
師（
育
児
休
暇
）】

　
▼
山
本
雅
也
・
総
務
課
主
事（
奈
良

　
県
派
遣
）【
福
祉
事
務
所
主
事
】

　
産
管
理
運
営
室
長【
林
野
庁
】

▼
栃
谷
憲
一
郎
・
教
育
委
員
会
教

　
育
課
長【
産
業
課
指
導
主
事（
観
光

　
グ
ル
ー
プ
）】

▼
大
井
秀
明
・
林
野
庁【
産
業
課
指

　
導
技
師（
林
業
グ
ル
ー
プ
）】

〇
課
長
補
佐
級

　
▼
田
中
秀
憲
・
産
業
課
課
長
補
佐

　（
観
光
グ
ル
ー
プ
）【
建
設
課
課
長

　
補
佐（
河
川
・
ダ
ム
対
策
グ
ル
ー
プ
）】

　
▼
中
根
健
一
郎
・
建
設
課
課
長
補

　
佐（
河
川
・
ダ
ム
対
策
グ
ル
ー
プ
）

　【
建
設
課
課
長
補
佐
】

　
▼
後
木
道
子
・
福
祉
事
務
所
次
長

　【
議
会
事
務
局
次
長
】

　
▼
東
峯
洋
子
・
議
会
事
務
局
次
長

　（
兼
）監
査
委
員
事
務
局【
出
納
室

　
室
長
補
佐
】

〇
係
長
級

　
▼
沼
平
善
史
・
総
務
課
係
長【
産
業

　
課
係
長
】

　
▼
山
香
慶
造
・
総
務
課
係
長【
総
務

　
課
主
査
】

　
▼
北
勇
作
・
産
業
課
係
長【
議
会
事

　
務
局
係
長（
兼
）監
査
委
員
事
務
局
】

（
３
月
31
日
付
）

〇
退
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
寺
尾
弥
生【
会
計
管
理
者（
兼
）

　
出
納
室
室
長
】

　
▼
今
別
府
宏
之【
総
務
課
指
導
技
師
】

　
▼
森
井
美
鈴【
福
祉
事
務
所
次
長
】

　
▼
山
﨑
徹
久【
建
設
課
係
長
】

　
▼
義
紘
明【
教
育
委
員
会
教
育
課

　
学
芸
員
】

　
▼
中
千
尋【
衛
生
セ
ン
タ
ー（
再
任
用
）】

　※

再
任
用
の
任
期
満
了

（
４
月
１
日
付
）

〇
課
長
級

▼
中
井
久
視
・
会
計
管
理
者（
兼
）

　
出
納
室
室
長【
財
政
課
長
】

▼
浦
修
・
財
政
課
長【
教
育
委
員
会

　
教
育
課
長
】

▼
馬
場
健
一・
産
業
課
長【
産
業
課

　
長（
兼
）三
者
共
有
資
産
管
理
運
営

　
室
長
】

▼
池
上
豊
・
産
業
課
指
導
技
師（
林

　
業
グ
ル
ー
プ
）（
兼
）三
者
共
有
資

【
　
】は
旧
職

役
場
人
事
異
動
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健康だより

お問い合わせ　福祉事務所　☎０７４６－６２－０９０２

福祉だより

社
会
福
祉
法
人
こ
だ
ま
の
会
が

運
営
す
る「
ほ
っ
と
十
津
川
」（
平

谷
）は
、身
体
・
精
神
・
知
的
な
ど
の

障
害
が
あ
る
人
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
と
な
っ
て
お
り
、各
々
の
個

性
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。昨

年
11
月
か
ら
は
喫
茶
を
始

め
、障
害
が
あ
る
人
が
協
力
し
て

飲
み
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
も
多
く
訪
れ
、居
心
地
の

よ
い
ほ
っ
と
す
る
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、毎
週
火
曜
日
の
午
後
に

は「
高
森
の
い
え
サ
ロ
ン
」も
行
っ
て

い
ま
す
。
障
害
が
あ
る
人
や
そ
う

で
な
い
人
も
気
軽
に
集
ま
り
、自

由
に
談
話
を
し
た
り
食
事
を
楽
し

む
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
率
が
０
．
５
％

上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
月
額
が
令
和

２
年
４
月
分
か
ら
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

〈
参
加
者
の
声
〉

　「
い
つ
も
賑
や
か
で
楽
し
い
」

　「
こ
こ
に
来
た
ら
落
ち
着
く
」

　
興
味
の
あ
る
人
や
見
学
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ほ
っ
と
十
津
川

　
☎
０
７
４
６
・
６
４
・
１
４
０
０

「
ほ
っ
と
十
津
川
」
が
１
年
経
ち
ま
し
た
！

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
額
が
変
わ
り
ま
す
！

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
額
が
変
わ
り
ま
す
！

「
ほ
っ
と
十
津
川
」
が
１
年
経
ち
ま
し
た
！

                   

改定後月額 増 減

児童扶養手当
（全部支給）

第１子 円 円

第２子 円 円

第３子以降 円 円

児童扶養手当
（一部支給）

第１子 ～ 円 ～ 円

第２子 ～ 円 ～ 円

第３子以降 ～ 円 ～ 円

特別児童
扶養手当

１級 円 円

２級 円 円

特別障害者手当 円 円

障害児福祉手当 円 円

【額改定となる手当の一覧

（高森のいえサロン）

表】

支援内容

助成回数 　初回検査　1回

　※検査に要した費用が9,000円未満の場合は、その額を助成します。

　①　医療機関で検査を受け、料金は一時立て替え払い

　②　指定の請求書に領収書原本を添えて、住民課に提出

　③　後日申請があった口座に村から振込み

　検査費用の 上限 9,000円

助成方法

　　　村では令和2年度より新生児聴覚スクリーニング検査費用の

　困ったときは一人で悩まず、相談してください

   赤ちゃんの能力を十分に発揮させ、「ことば」の発達を促すことができるようになります。

　　助成を始めます。

　生まれて間もない赤ちゃんに行う「きこえ」の検査です。

  「きこえ」（聴覚障害）は目に見えず、2歳頃までわからないことが多いため、発見が

　遅れがちです。この検査で「きこえ」の障害を早く見つけ、適切な指導を受けることで

　　             【お問い合わせ】　住民課 保健衛生係　☎0746－62－0911

助成金額

対象者
　十津川村に住所を有する
　聴覚検査を受けた新生児の保護者

十津川村子育て世代包括支援センター事業について

新生児聴覚スクリーニング検査助成制度のお知らせ

　村では令和2年4月から妊娠・出産・育児を切れ目無くサポートするために

各関係機関と連携を取りながら、継続的に必要な支援や情報を提供する十津

川村子育て世代包括支援センター事業を実施します。

・母子手帳の発行時に、全ての妊婦さんと保健師などが面接を行い、妊娠、 

出産、育児に関する相談をお受けします。

・一人ひとりに適した「支援プラン」を作成し、必要な支援をコーディネー

トします。      

・子育てに関する関係機関と連携しながら、切れ目無い支援を提供します。



 2020.4 村報とつかわ 12村報とつかわ 2020.413

健康だより

お問い合わせ　福祉事務所　☎０７４６－６２－０９０２

福祉だより

社
会
福
祉
法
人
こ
だ
ま
の
会
が

運
営
す
る「
ほ
っ
と
十
津
川
」（
平

谷
）は
、身
体
・
精
神
・
知
的
な
ど
の

障
害
が
あ
る
人
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
と
な
っ
て
お
り
、各
々
の
個

性
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。昨

年
11
月
か
ら
は
喫
茶
を
始

め
、障
害
が
あ
る
人
が
協
力
し
て

飲
み
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
も
多
く
訪
れ
、居
心
地
の

よ
い
ほ
っ
と
す
る
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、毎
週
火
曜
日
の
午
後
に

は「
高
森
の
い
え
サ
ロ
ン
」も
行
っ
て

い
ま
す
。
障
害
が
あ
る
人
や
そ
う

で
な
い
人
も
気
軽
に
集
ま
り
、自

由
に
談
話
を
し
た
り
食
事
を
楽
し

む
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
率
が
０
．
５
％

上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
月
額
が
令
和

２
年
４
月
分
か
ら
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

〈
参
加
者
の
声
〉

　「
い
つ
も
賑
や
か
で
楽
し
い
」

　「
こ
こ
に
来
た
ら
落
ち
着
く
」

　
興
味
の
あ
る
人
や
見
学
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ほ
っ
と
十
津
川

　
☎
０
７
４
６
・
６
４
・
１
４
０
０

「
ほ
っ
と
十
津
川
」
が
１
年
経
ち
ま
し
た
！

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
額
が
変
わ
り
ま
す
！

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
額
が
変
わ
り
ま
す
！

「
ほ
っ
と
十
津
川
」
が
１
年
経
ち
ま
し
た
！

                   

改定後月額 増 減

児童扶養手当
（全部支給）

第１子 円 円

第２子 円 円

第３子以降 円 円

児童扶養手当
（一部支給）

第１子 ～ 円 ～ 円

第２子 ～ 円 ～ 円

第３子以降 ～ 円 ～ 円

特別児童
扶養手当

１級 円 円

２級 円 円

特別障害者手当 円 円

障害児福祉手当 円 円

【額改定となる手当の一覧

（高森のいえサロン）

表】

支援内容

助成回数 　初回検査　1回

　※検査に要した費用が9,000円未満の場合は、その額を助成します。

　①　医療機関で検査を受け、料金は一時立て替え払い

　②　指定の請求書に領収書原本を添えて、住民課に提出

　③　後日申請があった口座に村から振込み

　検査費用の 上限 9,000円

助成方法

　　　村では令和2年度より新生児聴覚スクリーニング検査費用の

　困ったときは一人で悩まず、相談してください

   赤ちゃんの能力を十分に発揮させ、「ことば」の発達を促すことができるようになります。

　　助成を始めます。

　生まれて間もない赤ちゃんに行う「きこえ」の検査です。

  「きこえ」（聴覚障害）は目に見えず、2歳頃までわからないことが多いため、発見が

　遅れがちです。この検査で「きこえ」の障害を早く見つけ、適切な指導を受けることで

　　             【お問い合わせ】　住民課 保健衛生係　☎0746－62－0911

助成金額

対象者
　十津川村に住所を有する
　聴覚検査を受けた新生児の保護者

十津川村子育て世代包括支援センター事業について

新生児聴覚スクリーニング検査助成制度のお知らせ

　村では令和2年4月から妊娠・出産・育児を切れ目無くサポートするために

各関係機関と連携を取りながら、継続的に必要な支援や情報を提供する十津

川村子育て世代包括支援センター事業を実施します。

・母子手帳の発行時に、全ての妊婦さんと保健師などが面接を行い、妊娠、 

出産、育児に関する相談をお受けします。

・一人ひとりに適した「支援プラン」を作成し、必要な支援をコーディネー

トします。      

・子育てに関する関係機関と連携しながら、切れ目無い支援を提供します。
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▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746（62）0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746（62）0911

―　お問い合わせ　―

こんなときには必ず
14日以内に届け出を!!

　※上記以外に本人と確認できるものが必要な場合があります。
　※７５歳になって後期高齢者医療制度に移行するときは、届け出は不要です。

◆届け出が遅れると◆    
　・国保の資格が発生した月の分まで、さかのぼって国保税を納めることになります。
　・資格がなくなった後に国保の保険証で医療を受けてしまったときは、 国保が負担した
　 分の医療費を後で国保に返還することになります。    

他の市区町村から
転入してきたとき

職場の健康保険の被扶養者で
なくなったとき

職場の健康保険の被扶養者に
なったとき

世帯を分けたり、
一緒になったりしたとき
修学のため、別に住所を
定めるとき
保険証をなくしたり、
汚れて使えなくなったとき

生活保護を受けるようになったとき

外国籍の人がやめるとき

職場の健康保険をやめたとき

他の市区町村へ転出するとき

村内で転居したとき
世帯主、氏名が変わったとき

職場の健康保険に加入したとき

被保険者が死亡したとき

国保と職場の健康保険証、はんこ
（職場の健康保険が未交付の場合は、
 加入したことを証明するもの）

保険証、保護開始決定通知書、はんこ

保険証、在学証明書（または学生証の
写し）、はんこ
身分を証明するもの（使えなくなった
保険証など）、はんこ

保険証、在留カードなど

保険証、はんこ

保険証、はんこ

保険証、はんこ

子どもが生まれたとき 
生活保護を受けなくなったとき
外国籍の人が加入するとき

転出証明書、はんこ

被扶養者でなくなった証明書、はんこ

資格喪失証明書（または退職証明書）、
はんこ

はんこ
保護廃止決定通知書、はんこ
在留カードなど

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

こんなときに 届出に必要なもの

▶大和高田年金事務所　　☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口）　☎0746（62）0900

お問い合わせ―――

年金だより国保だより

保険料を納めるのにお困りなら・・・

?

国民年金の保険料を納めるのが
つの
制度
4

難しい人に知ってほしい

制度

1
経済的に保険料が納められない人に「申請免除」制度
収入の減少や失業などにより保険料を納めることが経済的に難しいとき、保険料
の全額または一部が免除されます。
＊審査対象者：本人・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（７月～翌年６月）で行います。

制度

2
50歳未満の人に「納付猶予」制度
50歳未満の人（学生以外）で、働いていないなどの理由で生活に余裕がない場合、
保険料が猶予されます。
＊審査対象者：本人（50歳未満）・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（７月～翌年６月）で行います。

制度

4
障害基礎年金や生活保護を受けている人に「法定免除」制度

＊法定免除に該当する人でも保険料の納付を申し出ることで、前納や口座振替を利用して
　保険料を納められます。

制度

3
20歳以上の学生さんに「学生納付特例」制度
学生で前年所得が基準以下の場合は、在学期間中の保険料が猶予されます。
＊審査対象者：学生本人
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（４月～翌年３月）で行います。

保険料を払うのが
経済的にツラいのですが、
どうすればいいですか。

障害基礎年金、障害厚生年金の１級・２級の受給権者、生活保護法による生活扶
助を受けている人、ハンセン病療養所、国立保養所などに入所している人は保険
料が免除されます。



 2020.4 村報とつかわ 14村報とつかわ 2020.415

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746（62）0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746（62）0911

―　お問い合わせ　―

こんなときには必ず
14日以内に届け出を!!

　※上記以外に本人と確認できるものが必要な場合があります。
　※７５歳になって後期高齢者医療制度に移行するときは、届け出は不要です。

◆届け出が遅れると◆    
　・国保の資格が発生した月の分まで、さかのぼって国保税を納めることになります。
　・資格がなくなった後に国保の保険証で医療を受けてしまったときは、 国保が負担した
　 分の医療費を後で国保に返還することになります。    

他の市区町村から
転入してきたとき

職場の健康保険の被扶養者で
なくなったとき

職場の健康保険の被扶養者に
なったとき

世帯を分けたり、
一緒になったりしたとき
修学のため、別に住所を
定めるとき
保険証をなくしたり、
汚れて使えなくなったとき

生活保護を受けるようになったとき

外国籍の人がやめるとき

職場の健康保険をやめたとき

他の市区町村へ転出するとき

村内で転居したとき
世帯主、氏名が変わったとき

職場の健康保険に加入したとき

被保険者が死亡したとき

国保と職場の健康保険証、はんこ
（職場の健康保険が未交付の場合は、
 加入したことを証明するもの）

保険証、保護開始決定通知書、はんこ

保険証、在学証明書（または学生証の
写し）、はんこ
身分を証明するもの（使えなくなった
保険証など）、はんこ

保険証、在留カードなど

保険証、はんこ

保険証、はんこ

保険証、はんこ

子どもが生まれたとき 
生活保護を受けなくなったとき
外国籍の人が加入するとき

転出証明書、はんこ

被扶養者でなくなった証明書、はんこ

資格喪失証明書（または退職証明書）、
はんこ

はんこ
保護廃止決定通知書、はんこ
在留カードなど

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

こんなときに 届出に必要なもの

▶大和高田年金事務所　　☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口）　☎0746（62）0900

お問い合わせ―――

年金だより国保だより

保険料を納めるのにお困りなら・・・

?

国民年金の保険料を納めるのが
つの
制度
4

難しい人に知ってほしい

制度

1
経済的に保険料が納められない人に「申請免除」制度
収入の減少や失業などにより保険料を納めることが経済的に難しいとき、保険料
の全額または一部が免除されます。
＊審査対象者：本人・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（７月～翌年６月）で行います。

制度

2
50歳未満の人に「納付猶予」制度
50歳未満の人（学生以外）で、働いていないなどの理由で生活に余裕がない場合、
保険料が猶予されます。
＊審査対象者：本人（50歳未満）・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（７月～翌年６月）で行います。

制度

4
障害基礎年金や生活保護を受けている人に「法定免除」制度

＊法定免除に該当する人でも保険料の納付を申し出ることで、前納や口座振替を利用して
　保険料を納められます。

制度

3
20歳以上の学生さんに「学生納付特例」制度
学生で前年所得が基準以下の場合は、在学期間中の保険料が猶予されます。
＊審査対象者：学生本人
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（４月～翌年３月）で行います。

保険料を払うのが
経済的にツラいのですが、
どうすればいいですか。

障害基礎年金、障害厚生年金の１級・２級の受給権者、生活保護法による生活扶
助を受けている人、ハンセン病療養所、国立保養所などに入所している人は保険
料が免除されます。



 2020.4 村報とつかわ 16

平成29年春から「地域おこし協力隊」として活動してきた、土井さん・村尾さんがこの春、３年の任期を

終え卒業されました。土井さんは「現代アート」の芸術文化を活かした十津川村のＰＲ活動・イベント活動、

村尾さんは十津川村の木材を使ったオリジナル家具の制作・販売による十津川村の林業振興などにそれ

ぞれ尽力しました。

２人の協力隊は卒業後も十津川村に残り活動を続けます。今後の活躍にご期待ください！

　十津川村では新たな地域おこし協力隊の募集
を行っています。活動内容や募集要項は下記ま
でお問い合わせください。
＜総務課企画グループ＞
☎：０７４６－６２－０９１０
ＨＰ：https://www.vill.totsukawa.lg.jp/

村報とつかわ 2020.4

地域おこし協力隊通信 ｜  特別号　 ｜

土井さん、村尾さん卒業

地域おこし協力隊通信 ｜  特別号　 ｜

協力隊募集中!協力隊募集中!

新しい協力隊

關さんが活動中！
せき

土井さん、村尾さん卒業

17

私
が
十
津
川
村
に
来
て
３
年
が
経
ち
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
満
了
を

迎
え
ま
し
た
。

３
年
間
、十
津
川
木
工
家
具
協
議
会
で
十

津
川
村
の
木
材
を
使
っ
た
家
具
の
制
作
や
新

製
品
の
デ
ザ
イ
ン
・
開
発
・
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、自

分
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
開
発
を
し
て

き
ま
し
た
。
任
期
満
了
後
も
変
わ
ら
ず
、山

崎
の
加
工
場
で
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

任
期
中
は
、た
く
さ
ん
の
人
に
大
変
お
世

話
に
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
を
通
じ
て
恩
返
し
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

活動内容：林業関係作業、森林植物公園活用
　　　　  プロジェクトなど
任　　期：平成２８年１１月～
出　　身：フランス
ひとこと：

村尾　守 さん

活動内容：家具・木工品の制作・販売
　　　　  など

任　　期：平成29年４月～
令和２年３月

出　　身：神奈川県

村尾さんが制作した家具
のコレクションや活動内
容をご覧いただけます。

d CHAIR

TRI STOOL

TRI LOW TABLE

平
成
29
年
３
月
か
ら
、芸
術
文
化
を
軸
に

し
た
地
域
で
の
活
動
を
目
指
し
、十
津
川
村

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
２
年
間
は
主
に
、

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
、商
品
開
発
、作
品
展
示
、デ
ザ
イ
ン
】な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

３
年
目
は
、瀞
峡
・
大
字
竹
筒
に
拠
点
を

移
し
、よ
り
視
野
を
広
げ
、瀞
峡
で
の
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
・
運
営
や
一
般
社
団
法

人「noad

（
ノ
ー
ド
）」を
設
立
し
、協
力
隊

任
期
終
了
後
を
見
据
え
た
、芸
術
文
化
を

主
軸
と
す
る
活
動
拠
点
づ
く
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、空
き
家
を
活

用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
無
料
休
憩
所
な

ど
を
併
設
す
る
芸
術
文
化
拠
点
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、今
夏
に
一
般
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。

土井　麻利江 さん

活動内容： 

任　　期：平成29年3月～
　　　　　　　　令和２年２月

出　　身：大阪府

アートプロジェクト・ワーク
ショップやイベントの企画、
運営・デザインなど

村尾さんが制作した家具
のコレクションや活動内
容をご覧いただけます。

←瀞峡で企画・運営を行な
　った音楽フェスティバル

改修中の空き家（竹筒）→

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

生
ま
れ
て
か
ら
約
４０
年
、ず
っ
と
福
岡
県
で
生
活
し

て
き
ま
し
た
が
、昨
年
の
夏
に「
今
ま
で
生
活
し
た
こ
と

の
な
い
地
区
で
、未
経
験
の
職
種
」を
模
索
し
て
い
た
と

こ
ろ『
日
本
で一
番
大
き
な
村〝
十
津
川
村
〞地
域
お
こ
し

協
力
隊
募
集
』と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
が
目
に
つ
き
、興
味
を
引
か
れ
申
し
込
み
を
決
意

し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
の
業
務
以
外
に
村
各
地
の
神
社
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

關　大 さん
まさるせき

活動内容：ホテル昴でのフロント業務

任　　期：令和元年11月～

出　　身：福岡県

村尾さん家具
ホームページ
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Ｒ
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。
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さつまいもと白あんの甘さが絶妙。
洋菓子のようなお饅頭。

冬のお茶菓子として提供。

深
瀬
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

優良特産品：温泉コーヒーまんじゅう
「ごうし君のおやつ」
生産者：神湯荘　深瀬　雅志さん
（写真は雅志さんの奥さんで生産者のかおりさんと
従業員の上地季奈さん）
☎０７４６－６４－０２５６　場所：出谷220
神湯荘で販売中。

―優良特産品の現場から―　vol.11
「十津川村優良特産品」の生産者の皆さんを紹介します。

Ｑ
．困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

Ｑ
．「
温
泉
コ
ー
ヒ
ー
ま
ん
じ
ゅ
う
　
ご
う

し
君
の
お
や
つ
」を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？ 

Ｑ
．特
産
品
を
販
売
す
る
上
で
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
？

　
旅
館
に
お
泊
ま
り
に
な
る
お
客
様
に

提
供
す
る「
お
茶
菓
子
」と
し
て
作
り
始

め
ま
し
た
。

　
当
旅
館
で
は
、季
節
に
応
じ
て
お
茶

菓
子
が
異
な
り
、春
は「
さ
く
ら
餅
」、夏

は「
く
ず
餅
」、秋
は「
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
・

羊
か
ん
」、そ
し
て
、冬
に「
ご
う
し
君
の

お
や
つ
」を
す
べ
て
手
作
り
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
手
間
が
か
か

る
た
め
、注
文
を
受
け
て
も
大
量
生
産

が
厳
し
い
で
す
。

　
ま
た
、旅
館
に
お
泊
ま
り
に
な
る
お

客
様
を
最
優
先
に
提
供
し
て
い
る
の

で
、一
般
の
お
客
様
に
は
な
か
な
か
手
に

入
ら
ず
、貴
重
な
お
饅
頭
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
．優
良
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
旅
館
の
敷
地
か
ら
湧
き
出
る
、上
湯

温
泉
の
成
分
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
水

で
作
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
生
地
に
練
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　
食
材
に
も
こ
だ
わ
り
、地
元
で
採
れ

た「
は
ち
み
つ
」や「
さ
つ
ま
い
も
」を
使

い「
ふ
っ
く
ら
」「
も
っ
ち
り
」、も
う
一
度

食
べ
た
く
な
る
よ
う
な
お
饅
頭
で
す
。

　
賞
味
期
限
が
３
日
間
と
短
く
、出
来

立
て
を
美
味
し
い
う
ち
に
、口
に
入
れ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

村報とつかわ 2020.419

（敬称略）
人のうごき

ごみ焼却施設では、「ダイオキシン類

対策特別措置法」の規定により、毎年1

回以上排出ガス中のダイオキシン類に

よる汚染の状況（ダイオキシン類濃度）

についての測定が義務付けられており、

同法による排出基準値（5ng-TEQ/㎥

N）以下に抑える必要があります。

十津川村衛生センターの令和元年度

の測定結果は次のとおりです。

　0．65ng-TEQ/㎥N

（令和元年11月14日測定）

※1ng（ナノグラム）＝10億分の1ｇ

みなさまのご相談をお待ちしています
☎0747(22)8005

隔月第3水曜日に開催!
五條市の北本弁護士による

無料法律相談
隔月第３水曜日 午後2時～午後5時
役場第１会議室
（場所が変更される場合があります）
※毎月3人まで相談可。（電話予約が必要です）
五條本町法律事務所 北本弁護士まで

偶数月（４・６・８・10・12・２月）
の開催になります。

衛生センターからのお知らせ

（敬称略）善意銀行善意銀行
十津川村民生児童委員協議会

おくやみおくやみ

95
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84

93

86

86

85

90

23

27
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29

3

3

25

歳

歳

歳

歳

歳
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歳

2月

2月

2月

2月

2月

3月

3月

3月

23日

日

日

日

日

日

日

日

（折　立）

（滝　川）

（永　井）

（平　谷）

（西　中）

（永　井）

（西　中）

（上湯川）

寺尾ヤスノ

尾﨑　信雄

松下昭五郎

鎌塚モト子

山本　豊子

田上　和男

光野　力馬

乾　　妙子
今月の「とつかわテレビ」 ～4月の番組～

●高校生議会 ●戸別受信機の使い方

＊おたんじょうび  おめでとう＊＊おたんじょうび  おめでとう＊

じゅん

田花　純ちゃん（谷垣内）
４月７日生まれ（満３歳）

４月から保育所
がんばってね！

父・・三厳　母・・恵美

め　い

大前　芽生ちゃん（平谷）
4月21日生まれ（満３歳）
実はおちょけな芽生ちゃん！
保育所でたくさんお友達
できるといいね☆

父・・裕司　母・・教子

●十津川村の住民基本台帳人口●
（令和２年４月１日現在）

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 

○世帯数

○人　口

　　男　

　　女　

1,729

3,166

1,589

1,577

世帯

人

人

人

（　　　 ）-5世帯

-32人

-18人

-14人

（　　　 ）

（　　　 ）

（　　　 ）
（　　）は前月比
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じゅん

田花　純ちゃん（谷垣内）
４月７日生まれ（満３歳）

４月から保育所
がんばってね！

父・・三厳　母・・恵美

め　い

大前　芽生ちゃん（平谷）
4月21日生まれ（満３歳）
実はおちょけな芽生ちゃん！
保育所でたくさんお友達
できるといいね☆

父・・裕司　母・・教子

●十津川村の住民基本台帳人口●
（令和２年４月１日現在）

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 

○世帯数

○人　口

　　男　

　　女　

1,729

3,166

1,589

1,577

世帯

人

人

人

（　　　 ）-5世帯

-32人

-18人

-14人

（　　　 ）

（　　　 ）

（　　　 ）
（　　）は前月比
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集落の絶景

写真：青木 康弘さん（大字小井）

果無集落の春（大字桑畑）

日
4/5

4/12

4/19

4/26

5/3

5/10

4/6

4/13

4/20

4/27

5/4

5/11

4/7

4/14

4/21

4/28

5/5

5/12

4/8

4/15

4/22

4/29

5/6

5/13

●・・診療情報　　▲・・イベント情報

土曜診療日
整形外科診療日

出張診療日

【文字表記】
土曜・・土曜日診療日　　　神納川・・神納川地区生活改善センター
整形・・整形外科診療日　　東　中・・東中公民館
出張・・出張診療日　　　　玉垣内・・玉垣内集会所
　　　　　　　　　　　  上野地・・上野地診療所
　　　　　　　　　　　  小　原・・小原診療所
【お問い合わせ】
小原診療所☎0746-63-0040　上野地診療所☎0746-68-0207

小原　8:30～11:15
小原　8:30～11:15
上野地　14:00～15:15
神納川・東中  14:30～15:00
玉垣内  14:00～15:00

くらしのカレンダー ※行事予定は変更になる場合があります。ご了承ください。

4/9

4/16

4/23

4/30

5/7

5/14

4/10

4/17

4/24

5/1

5/8

5/15

4/11

4/18

4/25

5/2

5/9

5/16

月 火 水 木 金 土

●出張【神納川】 ●整形【小原】

●出張【玉垣内】

●出張【玉垣内】●出張【神納川】

●出張【神納川】 ●出張【東中】

●出張【東中】

●整形【小原・
上野地】

●土曜【小原】

●土曜【小原】

受付時間
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